
リクライニングピロー

このリクライニングクッションをおすすめします。2023年 3月に購入しました。当時は約 270元
でしたが、今日（2025年 1月 5日）現在、jd.comでは約 240元で販売されています。約 2年間使
用していますが、1年経っても使い続けているものこそ、本当に必要なものだと思います。
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私は、結局ほこりをかぶってしまうようなものをたくさん買ってきました。最初の数日や数ヶ
月は必要で使っていたのですが、その後はほとんど使わなくなってしまいました。他にやるこ
とがあるので、優先順位の高いことに集中するためにいくつかの製品を使い、他の製品は脇に
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置いておくのです。それらは良い製品なのですが、使う時間や実際の必要性がないのです。
例えば、私は Kindle Scribeを約 3000元で購入し、Nintendo Switchを約 2000元で購入しました。
しかし、このリクライニングピローは、ほぼ毎日、私を大いに助けてくれています。私はこれに
もたれかかって、ノートパソコンで作業をします。タイピングしやすい位置にノートパソコン
を支えるために、ボルスターをよく使います。
このリクライニングピローのもう一つの良い点は、小さなヘッドレストが付属していることで
す。これにより、頭をしっかりと支えることができます。
私がアパートに住んでいた頃、毎日寝る前に、大きなリクライニングクッションをベッドの隅
に置いていました。私のツインベッドは本当に大きいです。
しかし、実家に引っ越したとき、私は二段ベッドの下段の小さなベッドしかありませんでした。
寝るときは、リクライニングクッションを椅子の上に置き、寝るための枕を取り出します。そう
すれば、眠ることができます。
数年前には、自分用のベッドラップトップデスクも作ったことがあります。しかし、その問題点
は、体がデスクの下を通る必要があるため、活動が制限されることでした。立ち上がる際には、
デスクを持ち上げて移動しなければなりませんでした。また、木製だったため、頑丈ではありま
したが、頻繁に触れる必要があり、快適ではありませんでした。布製のボルスターは、触れても
柔らかく、心地よいものです。さらに、ベッドラップトップデスクは大きなスペースを占めると
いう問題もありました。
スペースは重要です。ある友人が、彼が貨物輸送事業を諦めた理由の一つは、彼のバンが 2列シ
ートで、競合他社に比べて実際の貨物スペースが狭くなり、新しいタイプのバンを購入したく
なかったからだと言っていました。
このタイプのリクライニングピローには、まだ改善の余地があります。この製品のスマートなデ
ザインの特徴は、大きな枕を 2つの部分に分け、それぞれが異なる角度に調整できる点です。一
つの提案として、メーカーは異なるサイズのバリエーションを増やすことが考えられます。ス
マートなデザインを維持しつつ、現在の幅の 2/3程度のサイズを作ることで、その利点をほとん
ど損なうことなく、収納や整理が容易になるでしょう。
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